スポーツ科学部1年生における負傷の状況 by 岸 邦彦 et al.
Ⅰ．対象
　本学スポーツ科学部１年生でアンケート調査に答え
た 140 名
Ⅱ．方法
　体力測定を行った本学スポーツ科学部１年生に対し
て、入学して以降に起きたスポーツ傷害に関するアン
ケート調査を平成 30 年７月 25 日の２限に開講されて
いる「基礎演習」の際に行った。アンケート調査は本
学が活用している学習支援システム（以下、manaba）
を用いてWeb 上にて行った。
　アンケート結果は、manaba 上で自動的に CSV 形
式として保存され、そのデータを MicrosoftOffice　
Excel 形式に変換した。変換したデータを多変量解析
ソフト SPSSStatistics を用いて度数分布・クロス集
計を行い分析した。
Ⅲ．結果
　140 名のうち男性が 85 名、女性が 55 名であった。
　現在競技している種目では、陸上競技が 18 名（女
子 11 名、男子７名）、サッカーが 16 名（女子５名、
男子 11 名）、バレーボールが 13 名（女子８名、男子
５名）、バスケットボールが 11 名（女子８名、男子３
名）など、であった。
　負傷の有無を競技別に見ると図１に示した通り、
負傷した 49 名の内に当たる 18.4％の各９名が陸上
競技とサッカー、12.2％の６名がバスケットボール、
10.2％の５名がバレーボール、8.2％の４名がホッケー、
6.1％の３名がラグビーであった。競技人数の半数以
上が負傷していたのは、陸上競技、サッカー、バスケッ
トボール、ラグビーであった。
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【要　約】
　本報告は、スポーツ科学部学生（2018 年度入学生）を対象とした負傷状況に関するアンケート調査の結果を報告する
ものである。スポーツ傷害の発生の抑制、および予防策に役立つ知見を得ることを目的として、各自の負傷状況を、性別、
競技別、部位別等の視点から分析した。調査の結果、①男女ともに 30％以上が何らかの負傷を抱えていた、②特に腰部
における負傷が多くみられた、③陸上競技、サッカー、バスケットボール、ホッケー、バレーボールでは、腰部や下肢の
受傷件数が多くなった。以上の結果から、高校時代から腰部への負担が積み重ねられている可能性をふまえ、入学直後の
早い段階で腰部と下肢に対するコンディショニング指導を行う必要性が示唆された。今後の課題として、本学でスポーツ
に携わる学生全員を対象とした定期的な調査をおこなっていくことが必要である。
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　負傷部位を競技別にみると、図２に示した通り、陸
上競技（５名）は腰部・臀部が各４名、下腿が１名であっ
た。サッカー（９名）は下腿３名、大腿部・臀部　各
２名、手指・足関節　各１名であった。バスケットボー
ル（５名）は下腿・腰部が各２名、足関節・大腿部が
各１名であった。バレーボール（５名）は腰部が４名、
硬いが１名であった。ホッケー（４名）は、腰部が３
名、下腿が１名であった。ラグビー（３名）は足関節・
大腿部・膝関節が各１名であった。
　負傷の種類を競技別にみてみると、図３に示した通
り、陸上競技では、ヘルニア・筋疲労・筋挫傷が各２
名、捻挫中程度・半月板損傷・椎間板症が１名であった。
サッカーでは炎症が２名、打撲・脱臼・筋挫傷・捻挫
軽度・捻挫重度・半月板損傷が各１名であった。バス
ケットボールでは、捻挫中程度が２名、ヘルニア・損
傷・椎間板症・関節鼠が各１名であった。バレーボー
ルでは、ヘルニア・損傷・筋疲労・捻挫重度・椎間板
症が各１名であった。ホッケーでは、ヘルニア・捻挫
軽度が各２名であった。ラグビーでは、打撲・捻挫重
度・骨折が各１名であった。
　図４に示したように、負傷の種類毎にどの競技に発
生件数が増えるのかをみた。ヘルニアや椎間板症には、
図2．　競技別　負傷部位
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陸上競技・バスケットボール・バレーボール・ホッケー
が該当した。捻挫　重度ではラグビ ・ーバレーボール・
サッカーが、捻挫　中度ではスケート・バスケットボー
ル・陸上競技が、捻挫　軽度ではホッケー・サッカー
が該当した。
　部位別に負傷の種類をみてみると、図５に示した通
り、14 名と最も多い腰部ではヘルニア：６名、椎間
板症３名、筋疲労：２名、捻挫軽度・筋挫傷・損傷が
各１名であった。
　次に多い下腿では捻挫中程度：３名、捻挫重度：２名、
捻挫軽度：２名、疲労骨折・脱臼・打撲・損傷・関節
鼠が各１名であった . 大腿部では炎症：３名、損傷２
名、捻挫重度：１名であった。臀部では、筋挫傷：３
名、打撲・筋疲労：各１名であった。
　前腕では捻挫軽度：２名、半月板損傷：１名であった。
Ⅳ．考察
　入学してからの半期で、新入生の 35％が何らかの
負傷をしていることから、負傷の発生を少しでも予防
するためにも、入学直後または入学前からセルフケア
に関する指導をすべきである。
　腰部から下肢への負傷が多いことは、陸上競技・サッ
カー・バレーボール・バスケットボール・ソフトボー
ルをプレーする人数が多く、競技性によることが原因
と考えられる。スポーツ科学部に所属する全学年に、
またはスポーツをしている本学学生に対して定期的に
集計していくことで各競技で発生する傷害の特徴を把
握することが出来る。
　今回の調査で所属する人数が複数人以上あり、且つ、
競技する半数以上の選手が何らかの負傷を負っている
陸上競技・サッカー・バスケットボール・ラグビーに
ついては、特にスポーツ傷害に対する予防策を早急に
打つべきであろう。
　サッカーでは下腿部を筆頭に臀部・大腿部・足関節・
手指に対して、陸上競技では腰部と臀部を中心に下腿
部に、バスケットボールでは下腿部・腰部・足関節・
大腿部に、バレーボールとホッケーでは腰部中心で下
腿に、ラグビーでは足関節・大腿部・膝関節に対して
傷害予防の対策をすべきである。
　競技毎に発生する傷害の傾向を把握することだけで
なく、傷害毎に焦点を定め、一つの傷害がどの様な競
技で起こるのか把握することが出来る可能性が十二分
に示された。競技毎だけでなく、部位毎に分類してど
の競技に傷害が発生するのかを追求していくことや、
「重篤な傷害が発生しやすいチームや競技」、「傷害を
軽度に抑制できているチームや競技」という把握が出
来ることで、特に個々のチームの傷害発生の予防に役
立てられるのではないか。
　ヘルニア・椎間板症が９件と突出して多いことか
ら、中学でプレーしている頃から腰部への負担が積み
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重なっていると推察される中学生や小学生の頃から腰
部への負担を軽減するような動き作りや練習内容を改
善する必要があるだろう。監督・コーチなどの指導者
に対する講習会など、地域に根差した「動き作り・練
習方法」に関連した教育が必要であろう。
　この様に競技チーム毎の傾向を把握しながら対策を
することや、部位毎にどの様な傷害が発生するのか、
傷害毎でどの程度の負傷なのかなど、比較や分類を
様々な角度から見て行くことで、統計的な分析が「よ
り的確に、より具体的」に傷害発生の予防に役立てる
ことが出来るのではないか。
　今後、継続的にアンケート調査を実施して分析を行
い、傷害予防に秀でたスポーツの環境作りに役立てて
行かなければならない。
図5．部位別　負傷の種類
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